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学力育成

考えを伝え合う学
級を目指すために、
話を聴くこと、そし
て、内容を理解する
ことの資質・能力の
育成を目指す。

聴くことや理解する
ことを目指した授業
実践や取組を行
い、児童の資質・能
力が育成されたか。
（発言、成果物やテ
スト、学力調査結果
等）

3.5

○全校で取り組んだことで、聴く姿勢が身につ
いてきた。例えば、手を置いて聴く、顔を上げて
聴く、黙って聴く、相手の方を向いて聴く、相槌を
打つ等の態度面から、聴くときの視点を明確に
する、質問や感想を言う、自分の考えを持つ、自
分の考えと比べながら聴く、理由を考える、伝え
方を考える等の理解面や技能面での指導を
行ってきた。個人思考、ペア、グループ、全体で
の学習と段階的な実践にも取り組んだ。
○教職員で実態把握を確認しながら進めた。
●学力の個人差がある。
●文章の読み取り、理解に課題がある。
●すぐに大人に頼ってしまうところがある。

・個別の指導時間を確保する。

・ICTの活用を進める。

・宿題の工夫（表現する、まとめる等）を行う。

・学力調査などの分析をもとにしながら、子ども
の実態をしっかり把握する。そして、そこを見据え
た授業づくりを全校で考え、実践する。

・授業の内容はよくわかった。
→９２％

・授業中、友だちの話をよく聞い
たり、友だちと話し合ったりするこ
とができた。　→９４％

・お家での勉強はできた。
（１・２年２０分、３・４年４０分、
５・６年６０分）→８１％

・タブレットに毎日電源を入れて、
ドリルや文字入力、カメラなどに
使うことに慣れてきた。→９１％

・学習内容が身につくよう
に、学習指導を行っている。
→９０％（わからない7％）

・子どもの学習内容が身に
つくように、学習指導を行っ
ている。
→６４％（わからない３６％）

ふるさと・
キャリア
教育

キャリアパスポート
に学習を記録、振り
返りをし、自己の変
容や成長を自己評
価するとともに、自
己理解を深める。

キャリアパスポート
を活用し、経験した
ことや成長したこと
が記録されている
か。

4

○各学期、行事の後に振り返りをし、自分の取
り組みを振り返る機会を設けた。
〇より自分を高めようとする意欲付けとなってい
る。
〇キャリアパスポートのシートは、活動の感想を
書くだけでなく、自分や友だちの取り組み、成長
したこと、上手く行かなかったことなどが具体的
にふり返ることができるように作った。そして書け
るようになってきた。

●記入して終わりになっており、成長を振り返る
機会をとっていなかった。

・自分の頑張ったこととできなかったことを見つ
め、自分の目標を立てたり、直すべきところを書
いたりするなど、高角小全校で自己を見つめる
キャリアパスポートに取り組む。

・ふるさと「島根、江津、嘉久志、
和木」のことを勉強して新しいこ
とを知ることができた。→８１％

・キャリアパスポートで、自分のこ
とを振り返ることができた。
→９３％

・嘉久志・和木の地域やふ
るさとのひと・もの・ことを生
かした学習を行っている。
→8５％（わからない1３％）

・嘉久志・和木の地域やふ
るさとのひと・もの・ことを生
かした学習を行っている。
→8６％（わからない1４％）

人権教育

人権に関する内容
の授業や活動を行
い児童の人権感覚
を高める。

アンケートで「学校
生活が楽しい」と回
答した児童の割合
が増えたか。

3.9

○授業を中心に、それ以外の場面でも児童の
様子を見て、言葉づかいや友だちとのかかわり
方について指導したり、いっしょに考えたりした。
○道徳の授業を活用し、人権感覚を養う指導を
した。
○人権集会で、相手の気持ちを考える取組がよ
かった。
〇学校が楽しい、安心できる場所だと思って過
ごしている児童が多いように思う。
●常に生かすことができない。応用ができない。
●自分がしたことに対しての振り返りやまわりの
人への感謝の気持ちが薄い。

・身近な事例（良いことも悪いことも）を取り上
げながら、自分のこととして考えていけるように
する。

・自分自身を見つめる時間を作ったり、視点を
もって周りの人への感謝の気持ちを考えさせた
りする。

・学校で楽しくすごせた。→９２％

・困ったり、悩んだりしたとき、友だ
ちや先生や大人に相談して、安
心した。→８５％

・友だちが困っているとき、声をか
けたり、助けたりすることができ
た。→９３％

・トラブルやいじめに適切な
対応を行っている。
→6３％（わからない２９％）

高角の
ふるまい

廊下歩行・あいさ
つ・返事・言葉づか
い・掃除・はきもの
そろえに重点をおい
た取り組みを計画・
実行し、互いに気持
ちよく過ごせるよう
にする。

生活委員会や他の
委員会の活動の中
で自分たちの生活
を見直し、取り組み
をすることで、子ど
もたちの意識が高
まったか。

3.9

〇児童の実態に応じて各委員会が様々な企画
を立てているので、子どもたちは、意識すること
ができ、とても意欲的に取り組んでいる。
○生活目標では、全体での目標があり、そこか
ら学年の目標を考えることは良かった。廊下の
印等、意識しやすい工夫もありよかった。
〇高学年が見本を見せている。

●廊下歩行はなかなか良くならない。
●トイレのスリッパが乱れているときがある。
●呼び捨てや言葉遣いが気になる。

・廊下歩行や言葉遣いについてはその時だけで
なく年間通して取り組んでいく。

・学校全体で同じ姿勢や対応で指導する。

・継続して粘り強くくりかえし指導することが大
事である。

・あいさつや返事、言葉づかいに
気をつけて、友だちや先生と気持
ちよくすごせた。→８８％

・「廊下は歩く」「はきものをそろ
える」など学校生活のめあてを
守って生活できた。→８５％

・掃除をがんばった。→９９％

・毎日、運動できた。→８８％

・あいさつが向上するため
の取組を行っている。
→6３％（わからない2８％）

・学校が行っているふるまい
向上の取組により、子ども
たちのあいさつは向上して
いる。
→９３％（わからない0％）

・子どもたちの地域での生
活の様子から、交通ルール
を守ることや危険な遊びを
しないなど、安全に生活し
ている。
→７９％（わからない1４％）

・ふるさと教育について、子
どもたちの頑張りが保護者
にも伝わっているようでうれ
しい。

・子どもたちは楽しく落ち着
いて過ごせているようでう
れしい。子どもたちはしっか
りしている。

・保護者や地域でのアン
ケート回答に「わからない」
があることは、たしかに学校
の様子がわからないところ
がある。回答に悩む。回答し
やすいアンケート項目にす
るため見直しをしてほしい。

・家庭で子どもと保護者が
もっと会話できるような取組
をしてみてはどうか。

・あいさつ、言葉遣いやはき
ものそろえ等は家庭での取
組も重要。保護者との連携
を図る取組をしてみてはど
うか。

・登校班の集まるところまで
は保護者の見守りがほしい
ところである。

・いじめについては、早期発
見、早期解決を目指してほ
しい。

・物を丁寧に扱わない様子
が見られた。声のかけ方を
工夫したら意識するように
なった。

・空き缶拾いをしてくれた児
童がいた、運動公園での遊
び方に注意してほしい、あ
いさつをがんばってほしい、
ものの扱い方、地域での過
ごし方等様々あるが、地域
として大人として繰り返し優
しく話していきたい。
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学校教育目標

めざす子ども像

「豊かな心とたくましさをもち、確かな学力を身につけ続ける子どもの育成」

○たくましく　しなやかな子　○かんがえ　行動する子　○つながる子　○のびる子

評価の基準

１：ほとんど達成できていない

２：３～４割程達成できた

３：５割程度達成できた

４：６～７割程度達成できた



重点項目と
具体的方策

評価の観点 評価

教務部

朝活動の工夫を
行い、落ち着い
た学校生活、授
業にむかえるよ
うにする。

朝のチャイム着
席、静かな環境
で朝学習に取り
組めたか。

4

研究部

自ら考え、考えを
伝え合う子ども
を育てるために、
話を聴く子ども
を育てられるよ
う、教職員の学
び合いを通して
授業づくりや指
導を工夫する。

子どもたちが話
す人の話を聴き
ながら、学び合う
ことができたか。

4

総務部

校内環境及びパ
ソコンデータ内
の整理と業務の
見直しを行い、
働きやすい環境
つくりに取り組
む。

校内環境整備や
業務の見直しを
実践してきたこと
が、教職員にとっ
て働きやすい環
境となったか。

4

指導支援
部

児童の多面的な
情報を集め、有
効な支援を行う
ことを通して、安
心できる学校生
活を目指す。

日頃の実態把握や
教育相談週間を活
用して、より良い関
係づくりに意識して
取り組んだことは、
不登校が少しでも
改善され、他の子ど
もたちも安心して学
校生活が送れるよ
うになったか。

4

○教職員全体で、子どもの実態から研究の方向性や具体的な取り組みな
どを決め、共有しながらスタートすることができた。
○アンケートをとったことで、子どもの実態を把握できた。
○授業を一人１回行ったことで学び合うことができた。
○ペアでは聞くことができる。意図的に席を決めることで話ができている。
○全員が話し合う場面を設定して授業をするよう、授業に取り組んでいた。
○話す経験を積み重ねてきたことで、話そうとするようにはなった。

●その都度、少しの時間でも集まって振り返りができると良い。
●１学期末からスタートし、バランスの取れた授業計画ができると良い。
●全体へ話すこと、話し合う力をつけることは今後の課題である。

○校内環境については、順次部員を中心に片づけを進めてきた。
○パソコンデータ内も少しづつ整理を進めてきた。ICT支援員の協力も得
ることができた。

●これまでのパソコンデータの量が膨大であり、まだまだ整理に時間を要
す。計画的に進めていく必要がある。

〇担任を中心に、ケース会で話したことを実践し、子どもや保護者と関係を
作って取組ができた部分が大きかった。
〇アンケートQ-Uや教育相談、子どもの様子観察などから、職員同士で情
報交換をし、職員全体でより良い声掛けや対応ができるように努めた。

●全校で指導する内容にばらつきがあるところが気になった。決めたことや
確認したことは、やる意味をしっかり伝え、共通して行っていきたい。

改善策

・８：１０～朝の学習という意識を持たせる。それまでに片付け、係や委員会の仕
事を終わらせる。

・学習内容について吟味が必要である。

・１学期から授業実践ができるよう、計画を立ててもらう。

・教職員が、アンケートの項目を意識して指導できるように、見える場所にカード
を貼るなど意識づけの工夫をする。

・児童の事前アンケートを１学期のできるだけ早い時期にとる。

・子どもたちが参考にできるように話し方や聞き方の型を提示し、経験させてい
く。

・パソコン内のデータについては、各担当の受け持つところもあるので、一度には
消去できない。校内で保存する期間や場所についての規定を作成してみたい。
また、職員会議の時間や長期休業中等、職員全体で過去のデータを確認して
消去したり、内容の整理をしたりする時間の設定をしていきたい。

・今年度のように、不登校傾向児童についてケース会を設け、子ども、保護者の
願いを大事にしながら少しずつ改善されるようにしたい。また、進学や進級を考
えて今できることを考えていきたい。

○成果と●課題

○全体的には静かにできている。１００問繚乱、タイピング検定など、ランキ
ングがあり意欲的に取り組んでいる。

●学級の実態に応じて「静かに、落ち着いて過ごす」を目標にしているた
め、全校で決められた通りの内容にはなっていない。（タブレットが多くて読
書が少ない傾向）
●８：１０から朝の学習という意識が薄い。係活動や委員会などの活動もあ
る。


